東病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	


令和2年9月30日（水）　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：松舘　優司
	澁谷
	中野
	滝田
	松舘
	川守田
	澤田
	金井
	種市
	織田
	畑中
	小沼

	休
	深
	準
	〇
	休
	〇
	休
	〇
	深
	〇
	〇

	大久保
	見上
	柴田
	金谷
	三浦
	土橋
	
	荒木田
	佐々木
	中村
	鶴飼

	準
	〇
	休
	五福
	〇
	休
	
	準
	深
	〇
	産休


＜連絡事項＞
・特記事項無し。
＜患者様連絡事項＞
・澤口　利香様～明日より10時～11時、15～16時の午前・午後1時間ずつ拘束を解除指示。私物に関しては危険物確認後現状自室にあるもののみ。拘束解除時は隔離の状態にとの事。再拘束の際はボディチェックを行い私物は棚に移す事。
・岡沼　和久様～便秘時IFオーダー無し。本人より下剤(錠剤)希望あり。主治医へ情報提供し、便秘時センノシド2T与薬の指示。5回分処方となる。

・岡村　トミ様～大川ＳＷより下記情報提供・相談。美保野病院転院の方向で進めており、美保野病院のスタッフより本人の状態を確認したいとの連絡があったとの事。日程は相談の上、10/1(木)15:00～特別診察室にて実施予定(本人の状態を確認。病棟看護スタッフが入り、情報提供。SW不参加)で調整行っている。
・高橋　如来様～西舘ＳＷより下記情報提供八戸市立市民病院の乳腺外科受診日が10/6(火)13:30同院来院、14:30診察で日時確定。必要な持ち物は本人の薬手帳、当院からの紹介状、保険証。当日のスタッフ付き添いの有無について要確認。
・田沼　清子様～小屋敷ＳＷより介護認定調査の日程調整依頼あり。勤務表や当日の入退院状況等確認の上、10/13　9:30～予定としている。

＜入院・入室状況＞
【退院】
・松本　貴四郎様：東Cユニット4号室　「サポージュやわた」入所の為、退院。

【入院】
・髙橋　郁様：東Cユニット6号室

【ユニット移動】
・三浦　久司様：東Aユニット8号室→東Bユニット2号室
・沖田　康夫様：東Cユニット6号室→東Bユニット3号室(電子カルテ上)
【居室移動】
・浪打　忠一様：東Cユニット6号室→東Cユニット4号室

【転出予定に追加】
・岡沼　和久様：主治医より北病棟への転出は病棟見学→転出の流れで進めてもいいと許可あり。
・立花　圭様：主治医より西病棟への転出は病棟見学→転出の流れで進めてもいいと許可あり。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察を実施。開放観察時、他室侵入・他患者様の私物弄り見られ、予定より早くに開放観察終了している。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・沖田　康夫様～両手身体拘束中。午前・午後1時間ずつの一時拘束解除を実施。各食全量摂取され、拒薬も無い。オムツ弄り等の問題行動見られるも対面時は穏やか。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～体幹・四肢拘束中。朝食拒食、昼食全量摂取され、拒薬は無い。私物に関する要求執拗であるが、都度訴え傾聴し落ち着く事が出来ている。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・三浦　久司様～表情穏やかに日課を行っている。洗面台で身だしなみを整え、詰所管理の生活用品の取り扱いも落ち行いた様子で行っている。
・若沢　理子様～各食全量摂取され、拒薬無し。奇異行動・問題行動無く、対面時も穏やか。幻聴に関する訴えは無い。
・木村　格治様～活気無い様子であるが腹部不快感等の腹部症状の訴えは無い。妄想発言も聞かれていない。
・佐々木　理佳様～妄想に関する発言は無いが、多弁的であり落ち着きが無い。切迫した様子は無く、不穏・興奮無し。問題行動も無い。
・遠嶋　剛様～各食全量摂取、拒薬無し。不穏・興奮無いものの帰宅要求の訴え頻回であり焦燥感見られる。都度、訴え傾聴する事で落ち着く事が出来ている。
・角　穂並様～各食全量摂取、拒薬無し。同室女性患者様との交流見られ、スタッフ対面時も穏やか。妄想に関連した言動は無い。
・島　龍太郎様～朝食拒食、昼食数口のみ摂取。自室にて過ごされ他患者様との交流も無い。スタッフ声掛けに対しても短い返事をされるのみであり、無為・自閉的に過ごされている。精神症状の観察継続していく。
＜深澤Dr診察情報＞

・澤口　利香様～レボトミン（25）3T　1×毎食後追加、他同内容にて7日分処方。疼
痛時ロキソプロフェン（60）30回分、ピコスルファート　2本処方となる。拘束に関し病棟全体で検討し明日より午前午後1時間ずつの開放時間を設けるようにとの事。また、拘束解除中は個室ドアの鍵は閉め（隔離）他者とのトラブルを避け、本人の精神症状の悪化を防ぐようにとの事。本人様の私物に関しては現状あるものを再度危険物がないか確認しある場合は預かるように説明している。また、足首の拘束についても検討して外すようにとの事。体幹が緩いようであれば肩ベルト等の使用もかまわないとの事。
・木村　格治様～臨時薬同内容にて14日分処方となる。
・田沼　清子様～処方変更無し。
・波打　忠一様～処方変更無し。
・沼畑　勲様～臨時薬同内容8日分、点滴同内容にて7日分処方。
・鹿原　良三様～臨時薬同内容にて7日分、点滴1日分同内容にて1日分処方。田中
Dr診察をして頂くとの事。
・中島　智恵子様～食事摂取量少ない為、明日より点滴2本へと増量し7日分処方。
点滴中は拘束可との指示あり。
＜入院患者様情報＞
日　　時：R2.9.30　12:06

氏　　名：髙橋　郁（たかはし　いく）様

生年月日：昭和12年5月8日（83）

病　　名：アルツハイマー型認知症

性　　別：女性

主 治 医：金Dr（サポート医：深澤Dr）　

入院形態：医療保護入院予定

病　　棟：東病棟Cユニット6号室

(経過）

　現在長男夫婦と孫2人との5人家族(夫は他界、子ども3人）。元々専業主婦・実家が商売していた。遺族年金10万/月程受給している。数年前から物忘れがあったが酷くなった為、R2.3月大里脳神経リハビリテーションクリニック受診しアルツハイマー型認知症と診断を受け、服薬治療開始。同じ食べ物や衣料品を大量に買い込み、1ヶ月しないうちに2ヶ月分の年金を使い果たすことがあり、近所や友人にお金を借りにいく行為が続いており困り果てている状況。杖を突きながら北白山台から旭ヶ丘の友人宅に借金の要求しにいく。長男夫婦と長女で謝りに歩いている状況で実際共働きであり、母親が一人でいる事を防げない状況にあり、家族としては疲弊し入院での治療を希望。R2.9.30当院受診。診察にて御家族の同意を得て、12:06東病棟Cユニット6号室へ医療保護入院となる。
